
- 1 -

今回の学校運営協議会では、前半に授業参観を行い、子どもたちの学習活動の様子

を観ていただきました。後半は令和４年度の学校経営方針や教育活動、施設・設備等

の学校運営全般についての説明をしました。また、３つの部会（地域連携部・学習支

援部・地域安全部）に分かれて意見交換を行いました。それぞれの部会において、委

員の皆様からさまざまなご意見をいただくことができました。地域とともにある学校

づくりを進めていく上での貴重な会となりました。

第１回 学校運営協議会報告

１ 開催日時 令和４年５月２３日（月）午前９時３０分～午前１１時３０分

２ 場 所 大里中学校会議室

３ 出 席 者 １０名（１３名中３名欠席）

４ 内 容

（１）授業参観

（２）自己紹介と組織づくりについて

・会長及び副会長の選出 【授業参観の様子】

（３）学校運営協議会について

・運営協議会構想図、運営協議会の内容、年間活動計画

（４）協議事項について

① 学校運営の基本方針について

・教育目標、めざす生徒像、経営方針、重点努力目標

② 教育課程の編成及び教育活動全般について

・教育課程の編成、日課

・特色ある教育活動、現職教育、生徒指導、部活動

③ 施設管理及び施設設備の整備について

・体育館トイレ改修・体育館スロープ設置、北校舎非常階段の改修等

５ ３部会での話し合い（意見交換）

（１）地域連携部

・ あいさつ運動について、まちづくり協議会としては、あいさつの大切さを

家庭にも広げるために「あいさつ運動」のちらしを広報いなざわと一緒に配

付していく。また、昨年度から「あいさつ運動ポスター」の募集を考えてい

る。児童生徒の描いた作品を校内や地区の掲示板に掲示していくことで、学

校でも地域でも推進を図っていきたい。

・ 学校では年２回、里中新聞（学校新聞）を発行し、家庭に配付しているが、

地域にも生徒たちの学校生活の様子を知ってもらいたいと考えている。そこ

で、地域で発行している機関誌「さとにし」に、里中新聞の内容を掲載して

いく予定である。年４回の発行となるので、時期に合わせて進めていきたい。

また、学校運営協議会での内容も掲載していくことで、地域への情報発信

につなげていきたい。
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○ 第２回学校運営協議会について

１ 開催日時 １０月２４日（月）

２ 場 所 大里中学校会議室

３ 議 題

・ 学校運営の中間報告と評価

・ 学校運営協議会の活動状況 等

【３部会での意見交換】→

・ オリーブ児童センターとの連携は継続していく。昨年度、センター主催の
「夏祭り」や「クリスマス会」には、生徒数名がボランティアとして参加し、
準備や運営を積極的に進める姿があった。子どもの健全育成と学校・地域と
の連携していく上でよい取組である。今年度は、すでに「夏祭り」「アレンジ
フラワー」のボランティア募集をおこなっている。

（２）学習支援部
・ 昨年度に引き続き、外国籍の生徒に対して保護者の方の語学指導ボランテ
ィアを継続している。また、生活や学習に対する語学支援だけでなく、心の
ケアをする支援も必要ではないかと考える。
・ 地域の人材を有効に活用できないか。コロナ禍で２年生のキャリア教育「職
場体験学習」の実施が難しいのであれば、地域の人材（企業等）に講師とし
て学校で講演会をしてもらってはどうか。開かれた学校として、地域と連携
していく取組はよいと思う。
・ 「あいさつ」がしっかりとできる生徒がいた。授業だけでなく、生徒会が
「あいさつ運動」を企画するなど、「あいさつ」を大切にする生徒を今後も増
やしてほしい。
・ 学習支援ボランティアの募集には、文書やＨＰだけでなくＰＴＡも間に入
って発信していくと、効果的ではないかと考える。ＰＴＡのつながりならば、
信頼できる人材を見つけられる可能性がある。この３部会の取組を広く周知
し、有志の仲間を募りたい。

（３）地域安全部
・ 授業参観時に１年生の生徒が校長先生にあいさつをしていた。これは、校
長先生が生徒朝礼等で「あなた」という言葉で一人一人に語りかけている結
果だと思う。
・ トイレの入り口にのれんがあることで、トイレの中が直接見えることがな
くてよい。各フロアの床が滑りやすい。床を変えることは難しいので、シュ
ーズ等を滑りにくいものに換えられないか。
・ 自転車での登下校であっても、防犯についての心配はある。小学生と同じ
ように防犯ブザーを持たせることで安全性が保たれる。小学校では、新入生
全員分の防犯ブザーが市から配付されるが、中学校では予算面でも同じよう
に行うことができない。そのため、ＰＴＡＯＢ会で防犯ブザー分の費用を補
助することも考えている。
・ 交通安全についても、「起こる前に対策」することが必要である。特に、学
校の東側の道路は名古屋への抜け道として使う人も多いため、交通量が多く、
スピードを出している車も多い。警察の方に協力を仰ぎ、教員やＰＴＡが行
っている交通立ち番のように、月１回程度、立ち番を行ってもらうことで抑
止力となるのではないか。


